
令和６年度自己評価計画書 
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不断の授業改

善により、生

徒の主体的・

対話的な学び

を実現し専門

職にふさわし

い実践力を身

につけ、国家

試験全員合格

を継続する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①  事例検討、発表、考

察などの「主体的・

対話的な学び」を

取り入れることに

より、思考力・判断

力・表現力の向上

を図る。 

教務課 知識・技能の習得に意

欲的な生徒が多い。理

解したことを活用する

力を伸ばし、専門職に

ふさわしい実践力を身

に付ける必要がある。 

【努力指標】 

身に付けた知識・技

能を活用し、思考を

深める場面を適宜設

定している。 

「授業は知識・技術、新しい 

見方・考え方が身に付き、自 

分の力になっている」 と評価 

した生徒の割合が 

Ａ ８５％以上 

Ｂ ８０％以上 

Ｃ ７５％以上 

Ｄ ７５％未満 である。 

Ｃ以下の場合

は、授業形態、

授業内容を再検

討する。 

 

生徒による

授業評価を

７月・１２

月に実施す

る。 

②  協働学習や疑問点

を自ら解決する場

面を通して、主体

的な学習態度を育

成する。 

教務課 知識・技能の習得に課

題がある生徒もおり、

生徒の学びを深め、主

体性を引き出す必要が

ある。 

【満足度指標】 

生徒の主体的な学び

の場面を適宜設定し

ている。 

「分からないことは質問した

り、調べたりして理解するよ

うにしている」 と自己評価し

た生徒の割合が 

Ａ ８５％以上 

Ｂ ８０％以上 

Ｃ ７５％以上 

Ｄ ７５％未満 である。 

Ｃ以下の場合

は、課題内容や

学習指導の方法

を再検討し、個

別指導の充実を

図る。 

 

自分自身の

学習の取り

組みに対す

る評価を７

月・１２月

に 実 施 す

る。 

③ 専門教科の知識・

技術の確実な定着

を図るため、目標

レベルに達するま

で補習・個別指導

を実施する。 

 

 

 

 

衛生看

護科 

本科 

 

 

 

 

 

 

 

国家試験演習で、本校

が目標とするレベルに

達していない生徒がい

る。 

 

 

 

 

 

 

【成果指標】 

看護師国家試験演習

の偏差値の目標レベ

ルを全生徒が達成し

ている。 

 

 

 

 

 

偏差値４０未満の生徒が 

Ａ ０人 

Ｂ １～２人 

Ｃ ３～４人 

Ｄ ５人以上 である。 

 

 

 

 

 

Ｂ 以 下 の 場 

合は、個別指導

を行う。 

 

看 護 模 試

（全国）を

実施し、評

価する。 

 



 

 

専攻科 

 

国家試験演習で、本校

が目標とするレベルに

達していない生徒がい

る。 

【成果指標】 

〈専攻科１年生〉 

基礎力を確認する全

国看護師国家試験演

習の偏差値４２未満

の生徒が０人であ

る。 

〈専攻科２年生〉 

全国看護師国家試験

演習の偏差値４２未

満の生徒が０人であ

る。 

 

〈専攻科１年生〉 

偏差値４２未満の生徒が 

Ａ ０人 

Ｂ １人 

Ｃ ２人 

Ｄ ３人以上である。 

 

〈専攻科２年生〉 

偏差値４２未満の生徒が 

Ａ ０人 

Ｂ １人 

Ｃ ２人 

Ｄ ３人以上である。 

③   

＜１年生＞ 

合格を目指して学

習する習慣が身に

つくように、SH 時

に行われる漢字テ

スト、英単語テス

トに合格できるよ

うに指導する。 

＜２年生＞ 

国家試験合格に必

要な基礎力を身に

つけるために、毎

週介護福祉検定 2 

級レベルの小テス

トを実施する。 

健康福

祉科 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜１年生＞ 

合格を目指して主体的

に学習に取り組む姿勢

を身につける必要があ

る。 

 

 

 

＜２年生＞ 

合格するために粘り強

く取り組むことや効果

的に学習に取り組むこ

とが苦手な生徒がい

る。 

 

【成果指標】 

＜１年生＞ 

SH に実施される小

テストに合格する。 

 

 

 

 

 

＜２年生＞ 

小テストに合格す

る。 

 

 

 

 

 

＜１年生＞ 

小テストに８０％以上合格し

ている生徒の割合が 

Ａ １００％ 

Ｂ  ９０％以上 

Ｃ  ８０％以上 

Ｄ  ８０％未満 

 

＜２年生＞ 

小テストに８０％以上合格し

ている生徒の割合が 

Ａ １００％ 

Ｂ  ９０％以上 

Ｃ  ８０％以上 

Ｄ  ８０％未満 

 

＜１年生＞ 

Ｃ以下の場合

は、個別指導を

より丁寧に行

う。 

 

 

 

＜２年生＞ 

Ｃ以下の場合

は、個別指導を

より丁寧に行

う。 

 

 

 

 

毎月、生徒

個々の合格

率を確認す

る。 

 

 

 

 

毎月、生徒

個々の合格

率を確認す

る。 

 

 



 

 

 

 

 

＜３年生＞ 

介護福祉士国家試

験全員合格に向け

て、小テストや個

別指導を行う。 

 

 

 

 

 

＜３年生＞ 

国家試験演習で一定の

レベルに達していない

生徒がいる。 

介護福祉検定二級に

合格する。 

 

 

 

＜３年生＞ 

全員の国家試験演習

及び国家試験の個人

得点率が６５％未満

の生徒が０人であ

る。 

合格した生徒の割合が 

Ａ １００％ 

Ｂ  ９０％以上 

Ｃ  ８０％以上 

Ｄ  ８０％未満 

＜３年生＞ 

国家試験演習等で個人得点率

が６５％未満の生徒が 

Ａ ０人 

Ｂ １人 

Ｃ ２人 

Ｄ ３人以上 である。 

Ｃ以下の場合

は、個別学習を

実施する。 

 

 

＜３年生＞ 

Ｂ以下の場合

は、取り組み方

法を再検討す

る。 

検定後に確

認する。 

 

 

 

 

国家試験演

習ごとに達

成率を確認

する。 
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生徒会活動・

部活動、ボラ

ンティア活動

などを活性化

させ、心身の

健康とレジリ

エンス涵養を

図り、活気あ

る学校づくり

を推進する。 

 

 

①  体育祭や球技大会

などの生徒会活動

を縦割り班で実施

することで、生徒

同士の交流を図

り、活気ある学校

作りを推進する。 

生徒会 他学年、他学科の生徒

同士の交流を図る機会

が少ない。 

【成果指標】 

縦割り班活動を通じ

て、他者と協働して

困難を乗り越える力

をつける。 

縦割り班活動を通じて、他者

と協働して困難を乗り越える

力がついたと答える割合が 

Ａ ８０％以上 

Ｂ ７０％以上 

Ｃ ６０％以上 

Ｄ ６０％未満   である。 

 

 

 

 

 

Ｃ以下の場合

は、次年度に向

けて、方法を検

討し直す。 

行事や活動

後にアンケ

ートを実施

する。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② 生徒のセルフケア

促進に向けて、生

活習慣、発達段階、

災害フェーズを踏

まえた活動を実施

する。 

保健課 

 

教育相

談課 

 

 

 

 

思春期特有の揺らぎや

震災による心身のスト

レスへ適切に対処する

ことが困難な生徒がい

る。 

【成果指標】 

活動により生徒のセ

ルフケア能力が促進

される。 

活動が自分の今後の学校生活

に活かされると回答した割合

が 

Ａ ９０％以上 

Ｂ ８０％以上 

Ｃ ７０％以上 

Ｄ ７０％未満   である。 

Ｃ以下の場合

は、今後の取り

組み内容を検討

する。 

それぞれの

活動後にア

ンケートを

実施する。 

③ 「田鶴浜高校いじ

め防止基本方針」

に基づいて、いじ

めのない学校作り

を推進する。 

 

生徒指

導課 

 

 

 

 

「いじめを絶対許さな

いという意識」を持つ

生徒は多いが、人間関

係のトラブルが起こる

可能性は様々なところ

にあり、生徒の「いじめ

防止」への意識は常に

持たせなければならな

い。 

【成果指標】 

講演会や授業等で人

権教育の啓発を行う

ことで、生徒の「い

じめを絶対に許さな

いという意識」が高

まっている。 

生徒アンケートで「互いの人

格を尊重し、いじめを絶対に

許さないという意識」につい

て、「大いに高まった」と「高

まった」の回答が 

Ａ ９５％以上 

Ｂ ８５％以上 

Ｃ ７５％以上 

Ｄ ７５％未満 である。 

Ｃ以下の場合は

いじめの未然防

止の取組の見直

しをする。 

７月、１２

月に全校生

徒を対象と

した「いじ

め意識アン

ケート」を

実施する。 
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本校の特色あ

る教育活動や、

地域の医療・福

祉を支える人

材の必要性等

の広報に工夫

を重ね、志願者

の増加を図る。 

① 体験入学、学校説

明会等の各種説明

会の内容を充実さ

せるとともに、中

学生・保護者の参

加人数の増加を図

り、本校の教育活

動とその成果の広

報を強化する。 

教務課 地域の医療・福祉を支

える人材育成が期待さ

れているが、両科の志

願者数は減少してい

る。 

【成果指標】 

体験入学、各種説明

会の参加者数が昨年

度より増加してい

る。 

昨年度より、体験入学、各種

説明会の参加者数が 

Ａ 上回った。 

Ｂ 同程度だった。 

Ｃ 下回った。 

Ｄ 大きく下回った。 

Ｃ以下の場合は

開催時期と内

容、広報活動の

見直しをする。 

９月・１２

月に各種参

加者数を集

計する。 



 

  ② 本校の特色ある学

校行事の取り組み

や、衛生看護科・健

康福祉科生徒の活

躍を地域に向けて

発信する。 

総務課 

衛生看

護科 

健康福

祉科 

GIGA 

ホームページを更新し

ているが、保護者も頻

繁には見ていない。保

護者及び地域への情報

発信方法に工夫が必要

である。 

【最終成果指標】 

アンケートで、大部

分の保護者が、本校

の情報発信が十分な

されていると答え

る。 

本校は十分に情報提供をして

いると答える割合が、 

Ａ ５０％以上 

Ｂ ４０％以上 

Ｃ ３０％以上 

Ｄ ３０％未満 

Ｃ以下の場合は

広報活動の見直

しをする。 

保護者への

アンケート

を５月・７

月・１２月

に 実 施 す

る。 

 

重点目標 具体的取組 主担当 現状 評価の観点 実現状況の達成度判断基準 判定基準 備  考 

4 

 

 

 

 

教職員・生徒

のＩＣＴ機器

の利活用を進

めるととも

に、業務の平

準化・ワーク

ライフバラン

ス意識の向上

により多忙化

の解消に努め

る。 

① 時間外勤務を減少

させるため、ＩＣ

Ｔ活用の定着を図

りながら業務の効

率化を進める。 

管理職 業務の効率化の意識が

浸透しつつある一方

で、固定化された教員

が長時間勤務している

実態が見られた。組織

的に業務の平準化を推

進するよう働きかけて

いきたい。 

【最終成果指標】  

昨年度より一月あた

りの時間外勤務時間

が４５時間未満の教

員の割合が増加して

いる。 

 

具体の取組を積極的に進め、

一月あたりの時間外勤務時間

が４５時間未満の教員の割合

が、 

 

Ａ  ７５％以上 

Ｂ  ６５％以上 

Ｃ  ５５％以上 

Ｄ   ５５％未満  である。 

Ｃ以下の場合は

業務の効率化の

取組の見直しを

する。 

 

 


